
能登半島地震
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令和６年度能登半島地震について

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4）
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能登半島地震後における石川県内の「道の駅」の状況

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4）
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能登半島地震 「道の駅」の被害状況

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4）
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能登半島地震 「防災道の駅」 活躍事例

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4）

〇防災道の駅に選定されている「のと里山空港」（石川県輪島市）では、発災直後より避難者へ水や毛布
などの備蓄品を提供

〇その後、支援物資の集配拠点や道路啓開活動の拠点となる「道路啓開支援センター」として活用される
など、広域防災拠点としての機能を発揮
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能登半島地震 「防災道の駅」 活躍事例

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4） をもとに作成

○被災地では、断水等の影響により、トイレが十分に機能しない事象が発生
〇そこで、停電や断水時でも使用可能な防災コンテナ型トイレを、防災道の駅「うきは」（福岡県うきは市）
より、幹線道路である国道249号近傍の道の駅「あなみず」へ派遣

〇設置後、一日あたり300回程度利用されており、道の駅「うきは」における利用の約10倍
〇道の駅「あなみず」のトイレ復旧に伴い、ポケットパーク海岸浅敷のと七見に移設し、現在も活用
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能登半島地震 「防災道の駅」 活躍事例

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4）

〇リレー防災セミナー（主催：NPO人と道研究会 後援：国土交通省）の活動を通じて結びついた各駅が連携して
被災地の道の駅支援を実施

〇にいがた下越駅長交流会や全国「道の駅」女性駅長会が中心になり、各駅の備蓄品を防災道の駅「あらい」（新
潟県妙高市）に集積し、被災地の道の駅「のと里山空港」へ輸送
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能登半島地震 「道の駅」 活用実績

出典：能登半島地震における「道の駅」の対応について（国土交通省道路局 企画課 評価室 R6.4）

※防災道の駅


